
1-3  最
も

上
がみ

川
がわ

と合流し、土
ど

砂
しゃ

はさらに庄内平野へと運ばれる

余目

清川
狩川

藤島
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■立谷沢川の土砂と最上川の流れがつくった庄内平野
川の下流には、川が運んできた細かい土や砂が積

つ
もって平野がで

きます。しかし、立谷沢川は最上川に合流しているため、上流から
運ばれてきた土砂は、一部は合流点手前に積もって平地をつくって
いますが、多くは最上川に流れこみます。
立谷沢川は土砂をたくさん流す川として知られ、上流に砂

さ
防
ぼう
堰
えん
堤
てい

（16ページ）などがつくられるまでは、最上川に流れこむ土砂の７
割
わり
は立谷沢川から出ているといわれていました。この大

たい
量
りょう
の土砂は、

最上川が谷を出る清川地区から下流にたい積して大きな扇
せん
状
じょう
地
ち
（谷

の出口にできる、土砂が扇
おうぎ
形
がた
に積もった地形）をつくり、さらに日本

海の河
か
口
こう
に向かって広大な庄内平野をつくりました。

庄内町を南北に流れてきた立
たち

谷
や

沢
ざわ

川
がわ

は、清
きよ

川
かわ

地区で最上川と合流する。その合流点付
ふ

近
きん

は、どんなようす
だろう。その先、庄内平野までの土砂の流れを見てみよう。

合流点手前の川
かわ

原
ら

のようす
丸い石が多く積もっている。これらの石の下には
細かい砂

すな

も積もっている。

最上川に合流する立谷沢川（→）
立谷沢川から最上川に、たくさんの土砂が流れこ
んでいる。

江戸時代の酒田港絵図
最上川が運んできた多くの土砂が湾内にたい積
しているのがわかる。（国土交通省酒田港湾事務
所資料より）

清川神社
江戸時代の終

お

わりころ
の清川出身の志

し

士
し

・清
きよ

河
かわ

八
はち

郎
ろう

をまつる神社で、銅
どう

像
ぞう

や資料館がある。

御
ご

諸
しょの

皇
おう

子
じ

神社
源義経一行が一夜を過ご
したという言い伝えがあ
る。

立谷沢 - 最上川の合流点から庄内平野へ
立谷沢川が最上川に合流した清川地区の下流から、土砂が広くたい積し庄内平野がで
きているのがわかる。右上は庄内平野のようす。

最上川はむかしから、東北地方の内
ない

陸
りく

と日本海を結ぶ大切な交通路でした。
江
え

戸
ど

時代、内陸から最上川を通って酒
さか

田
た

の港に集められた米や紅
べに

花
ばな

などは、船
で大
おお

坂
さか

（大阪）や遠く江戸まで運ばれていきました。清川は、最
も

上
がみ

峡
きょう

の出口であ
り、立谷沢川からの土砂のたい積で船だまりとなったところです。最上川舟運の
水
すい

駅
えき

として栄え、江戸時代には庄内藩
はん

の川口番所や船見番所も置かれていまし
た。清川地区には、古い歴

れき

史
し

を今に伝
つた

える史
し

跡
せき

や寺社などが多く残
のこ

っています。

最上川舟
しゅう

運
うん

で栄
さか

えた清川地区

むかしの清川港のようす
「写真でみる清川の歴史」より

清川の芭
ば

蕉
しょう

上陸の地
「奥の細道」の旅で、出

で

羽
わ

三山にも
うでた俳人の松尾芭蕉が舟

ふね

を降り
た場所。記

き

念
ねん

碑
ひ

が建
た

っている。
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■北
きた

楯
だて

大
おお

堰
ぜき

・吉
よし

田
だ

堰
ぜき

がつくられたわけ
庄内町の余

あまるめ
目地区、最上川と京

きょう
田
でん
川
がわ
にはさまれた平地は、今は水田が

広がっていますが、江戸時代初
はじ
めまでは荒

あ
れ野でした。近くに２つも

川があるのに、土地が川より高い場所にあるため、農業に欠かせない水
を引いてくることができなかったからです。そこで今から410年ほど
前、山形城

じょう
主
しゅ
・最

も
上
がみ
義
よしあき
光の家来で狩

かり
川
かわ
館主であった北

きた
舘
だて
大
だい
学
がく
利
としなが
長が、困

こん

難
なん
な工事の末

すえ
に、立谷沢川から水を引いて「北楯大堰」とよばれる農業

用水を完
かん
成
せい
させたことはよく知られています（くわしくは「わたしたち

の庄内町」を見よう）。北楯大堰の完成で、荒れ野は水田に生まれ変わ
りました。
北楯大堰ができたあとも、最上川の南

みなみ
側
がわ
には、土地がまわりより高く

なっているため水がじゅうぶんにとどかない「岡
おか
所
どころ
」とよばれる土地が

残っていました。岡所では畑作が行われていましたが、明治時代になっ
て、佐

さ
々
さ
木
き
彦
ひこ
作
さく
が最上川から水を引いて「吉田堰」をつくると、ここでも

米づくりができるようになりました。

■1年を通じて風が強い庄内町
春から秋にかけて、清川地区付近から庄内平野に向かって吹

ふ
く、強く

てかわいた冷
つめ
たい東南東風を、「清川だし」といいます。太平洋から奥

おう

羽
う
山
さん
脈
みゃく
を越えて吹いてきた風が、新

しん
庄
じょう
盆
ぼん
地
ち
を経

へ
て最上峡に集まり、清川

付近で一気に吹き出しているのです。
庄内町はまた、冬に日本海から庄内平野を通って吹いてくる北西の
季
き
節
せつ
風
ふう
もたいへんに強く、１年のうち90日くらいは風

ふう
速
そく
毎
まい
秒
びょう
10ｍ以

上の強風を観
かん
測
そく
しています。

こうした強風は、農作物に被
ひ
害
がい
を与
あた
えたり、大火事を引き起こしたり

する「悪風」でしたが、庄内町では現在この風を「自然エネルギー」とし
て活用し、風力発電を行っています。

立谷沢川から庄内平野へ水を導
みちび

く北楯大堰
(山ぎわを通っている )（写真提供：山形大学・
八木浩司教授）

堰の水で米づくりをする余目地区の水田

清川だしと冬の季節風

最上峡
最上峡は戸

と

沢
ざわ

村
むら

の古
ふる

口
くち

地区から庄内町の清川
地区までの、おおよそ15kmの区間。山が両
岸にせまり、風の通り道となっている。

屋
や

敷
しき

林
りん

のある家
庄内町では、強風が吹いてくる方
向に、屋敷林とよばれる防風林を
植えている家が多い。（写真提供：
山形大学・八木浩司教授）

清川の御
ご

殿
てん

林
ばやし

御殿林は、強風を防ぐために、江戸時代
につくられた防風林。

だしを活用した風力発電用の風車（狩川）
清川だしは現

げん

在
ざい

、風力発電に活用されている。

最 上
峡


